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研究概要 
創造性を重視した MOT手法の体系化を計り、新テーマ発見を促しイノベーションに結びつく創造的
術マネジメント手法を確立することを目的として、戦略ロードマッピングの新しい方法論を開発し

れを実践に結びつける。これまで、世界の優れた事例を研究し、新しい方法について方向を探索し、

略ロードマッピングを中核とする技術経営システムを構築している。これは産業競争力の強化に役

ち、かつ知識創造の学術的な貢献にも繋がるものである。この研究のフレームワークを図に示す。 
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